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翻訳後修飾はDNA、RNA、タンパク質をはじめとした生体内の多様な分子の機能制
御に寄与しています。ヒスチジンメチル化はタンパク質翻訳後修飾の１つであり、その
存在は５０年以上前から知られていましたが、修飾酵素の実体をはじめとして、標的タ
ンパク質はどれほどあるのか、どのような生命機能の制御に寄与するのかについてはつ
い最近まで謎のままでした。講演者は、コファクターを基軸とした修飾解析によって、
哺乳類のタンパク質ヒスチジンメチル化の責任酵素をほぼ同定し、それがどのようなタ
ンパク質を標的としているのか明らかにしてきました。本講演では、その研究手法を中
心に、これまでに分かったヒスチジンメチル化修飾を議論していただきます。
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